
 ほけんだより ９月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月８日に宮崎県で震度６弱の、翌日には神奈川県西部で震度５弱の地震 

が発生しました。現在もペットボトルの水が品薄の状態が続いています。いつ 

起こるかわからない災害に、日ごろから備えておく必要があります。 

令和 6年  9月 

春木中学校 保健室 
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  夏休みが終わり、一週間が経ちました。まだまだ暑さの厳しい日が続いていますね。 

夏休みは、体調を崩すことなく過ごせましたか？目いっぱいリフレッシュをした人、勉強を頑張った人、部活動

や習い度に取り組んだ人など、それぞれにとって充実した日を過ごせていたら嬉しいです。 

  まだまだ厳しい暑さが続きそうです。生活リズムを整え、体調を崩さないよう、 

気持ちも体も学校モードに切り替えていきましょう。 

 

  ７月１９日（金）１学期の終業式後、午後から岸和田市立中学校の生徒保健委員の代表が集まり、勉強会

を行いました。春木中学校からも保健給食委員の３年生２人が参加しました。 

『災害時に多いケガとその手当について』森ノ宮医療大学の朝倉先生より、手当の重要性を学ぶととも

に、実際の災害時を想定し、当日初めて会った他校の保健委員さんと協力して、身近なものでケガの手当を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加生徒の感想から学べること】 

〇災害時のケガは、いろんなトラブルですぐに病院に行くことができないので、普段の生活の中のケガとは違うことを

知りました。 

〇実際に応急手当をすると意外に難しかった。 〇応急手当＝医療行為じゃないとわかりました。 

〇洗浄をしないと、感染のリスクが高くなるから、最初に絶対洗浄をしないといけないと分かりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員室 


